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作業用フォルダーの作成

予備分析用の分析メソッドファイル作成

予備分析実行
ブランク、標準差試料、未知試料

標準試料１のクロマトデータを開き
ピーク検出用の解析メソッド作成

連続再解析の分析シーケンスに、
ピーク検出用の解析メソッドを設定して、

全てのサンプルで正しく同定が行われたか確認

未知試料のクロマトデータを開き、検量線を作成

印刷用の帳票を作成して、
クロマトレポートファイルとして保存

定量用解析メソッド、クロマトレポートファイルを
分析シーケンスに設定して分析メソッドを作成

予備分析用プロジェクトファイル作成

定量分析の手順

定量用の解析メソッドファイルを作成
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